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第 30回 この指とまれミーティング                     2014.8.29. 

 

老いのプロセスにおける心理的メカニズム 

－臨床心理士の立場から－ 

北里大学医療衛生学部 

深瀬 裕子 

１．高齢者の発達課題－E. H. エリクソンの発達課題                                                        

１-１. 高齢者の発達課題とは 
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図１．発達図式 (深瀬・岡本，2010a) 

 

１-２. 発達課題の変化 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２．世代性の変化プロセス (深瀬・岡本，2010b)
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２. 老いの過程で心理的健康を維持する要因                    

 

心理的自律性とは，自分の生活や生き方において，年をとっても自己決定・選択性・意思

性を持っている感覚（Fukase, Koya, & Takano, 2013）。 

 

２-１. 自律性尺度の作成                                

 

表１. 高齢者用心理的自律性尺度 (深瀬・木谷・下田，2014)        ●は逆転項目 

Items F1 F2 F3 共通性 

Factor 1: 探索力 (α=.72)         

2. 年のせいで何か困難なことにぶつかったときに，新しい

手段や方法を見つけることは難しい(●) 
0.77 -0.02 0.13 0.67 

1. 年をとったら，自分で解決できない問題には取り組まな

くなる(●) 
0.71 -0.09 -0.02 0.43 

3. 決断を下す時，いつも誰かにアドバイスを求める(●) 0.57 0.18 -0.12 0.43 

Factor 2: 独立性 (α=.78)         

8. 自分の考えは，そのときの状況や他の人の意見によって

左右されがちである(●) 
-0.17 0.96 0.03 0.78 

4. 物事を判断する際，周りに影響される(●) 0.32 0.60 -0.08 0.62 

7. 自分の意見を言うのは苦手だ(●) 0.14 0.53 0.12 0.48 

Factor 3: 自己確信 (α=.73)         

6. 自分の考えや意見を自由に言うことができる -0.09 0.03 0.85 0.70 

5. 自分の判断に自信を持っている -0.06 0.07 0.66 0.44 

9. 老いによる困難な出来事に出会っても，前向きな面を見

つけることができる 
0.24 -0.08 0.54 0.41 

因子間相関   2 0.58 ―   

3 0.40 0.41 ―  
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２-２. 自律性は ADL が低下しても心理的健康を維持する要因になるのか？ 

 

 

 

 

図 3．ADLによる心理的健康 (深瀬・村山・田ヶ谷，2015: 予定) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4．ADLによる心理的自律性 (深瀬・村山・田ヶ谷，2015: 予定) 

 

 

 

 
 

図 5．ADL別の心理的自律性と人生満足度の相関 (深瀬・村山・田ヶ谷，2015: 予定)  
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２-３. 心理的健康と自律性の関連 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 6．心理的自律性尺度得点におけるクラスタ類型 (Fukase, Y., 2014) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 7．自律性の類型と人生満足度 (Fukase, Y., 2014) 
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